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総 会 次 第 

 

 

 

１　開会のことば 

 

２　総会機関の選出（議長団２名、議事運営委員３名） 

 

３　議長団・議事運営委員代表あいさつ 

 

４　開 会 宣 言 

 

５　会長あいさつ 

 

６　議事日程説明 

 

７　議　　　　事 

 (1)　令和６年度　事 業 報 告 

 (2)  令和６年度  会計決算報告 

 (3)  令和６年度　監 査 報 告 

 (4)  令和７年度　事業計画（案） 

 (5)  令和７年度　会計予算（案） 

 (6)  役 員 改 選 

 (7)  新旧役員あいさつ 

 (8)  そ の 他 

 

８　議長団退任あいさつ 

 

９　閉会のことば 
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令和６年度　事　業　報　告 

 

総　務　部　 

 

 

１　定期総会の開催について 

 　　令和６年度は、次のとおり開催しました。

 　　　第77回定期総会　　　　　 令和６年　６月２６日（水）　Zoomによる開催

 

２　評議員研究協議会の開催について 

     令和６年度は、次のとおり２回開催しました。

   　　第１回 評議員研究協議会  令和６年　６月１４日（金）  Zoomによる開催

       第２回 評議員研究協議会  令和６年１２月　６日（金）  集合、Zoom併用開催

 　　　　　　　　　　　　　　　 

３　理事研究協議会の開催について 

 　　令和６年度は、次のとおり２回開催しました。

 　　　第１回 理事研究協議会  　令和６年　６月１０日（月）　Zoomによる開催

   　　第２回 理事研究協議会  　令和６年１１月２０日（水）　集合、Zoom併用開催

 

４  総務部研究協議会の開催について 

　　本年度は、次のとおり開催しました。 

   　　第１回 総務部研究協議会　令和６年　８月２９日（木）　Zoomによる開催

 　　（内容：業務分担、会費の納入、年間予定、ホームページの運用等について）

 

 　　　第２回 総務部研究協議会　令和６年　９月１７日（火）　メール開催

     （内容：ホームページの編集方法、Ｚｏｏｍ会議の運営方法等について）

 

 　　　第３回 総務部研究協議会　令和６年１１月　７日（木）　メール開催

     （内容：Ｚｏｏｍ会議の運営に必要な機材等の購入について）

 

 　　　第４回 総務部研究協議会　令和７年　５月１２日（月）　メール開催

     （内容：令和６年度会計決算及び令和７年度予算について）

 

５　行動の記録について 

 　　報告のありました協会本部・各支部の活動状況について４～５ページのとおりです。

 

６　全国表彰について 

　　全国協会休会のため該当者なし。 

 

７  会計について 

　　会計については、会議開催会場の見直し等による経費の縮減を進め、予算の適正かつ

 　効率的な執行に努めました。

 

８  協会ＨＰについて 

    協会本部及び各会員相互の積極的な情報交換を行うため、次の活動を行い、速やかな

　情報の更新と、内容の充実を目指すための改善を進めました。 

－２－



－３－

 

　(1) ＨＰの運営 

　　　活動の効率化と協会活動の周知を図るため、ホームページに各部から会員への活動

　　情報を掲載しました。 

 　(2) 情報・データの収集

　　　広報活動の内容を充実させるため、情報を更新しやすいホームページに改善し、本

 　　部からの情報発信に努めました。

 　(3) ＰＲ活動

 　　　全道の会員に、ホームページを利用した協会活動についての情報発信に努めました。

 　(4) ホームページの今後の運営　

      未記載、未更新の情報が多く残っているため、速やかに情報発信できるように今後

 　　もホームページの改善・更新等に努めます。

 

 ９  広報について

 　　会員相互の交流と情報の提供をより活発にするため、次の活動を行いました。

 　(1) 会報の発行

 　　  ア 会報第174号 (令和６年４月発行)

 　　　　・第 76 回全国公立高等学校事務職員研究大会案内

 　　　　・新採用会員一覧        

 　　  イ 会報第175号 (令和６年10月発行)

 　　　　・会長挨拶

　　　　・新旧役員挨拶 

　　　　・第77回定期総会報告 

        ・令和６年度役員・理事・評議員・委員一覧 

         ・令和６年度行動の記録

 　　  ウ 会報第176号 (令和７年２月発行)

        ・冬期研修報告 

        ・各支部レクリエーション報告 

        ・令和６年度行動の記録 

 　　　エ 会報第177号 (令和７年４月発行)

 　　　　・第 77 回北海道公立学校事務職員研究大会案内

         ・第 77 回全国公立学校事務職員研究大会案内

 　　　　・道立学校と小・中学校間の人事交流職員一覧

 　　　　・新採用会員一覧

　　　　・各支部レクリエーション報告 

 

 　(2) 支部だより等の集約等

　　　支部だよりの発行が難しい状況もあり、今年度も支部だよりの集約は実施しません

　　でした。各支部の活動状況については、総務部から各支部に連絡し、レクリェーショ

 　　ンの実施状況を確認について会報に掲載しました。

 

 10　新会員に対する協会の紹介について

　　新会員に対して、協会の創立・活動目的・活動内容などの紹介文書を発送しました。 

 　　・令和６年４月１日付新会員７０名へ発送　 

　　　 新採用３５名（道立３３名、市立２名）、教育部局等からの転入３５名 

　　 ・令和７年４月１日付新会員８０名へ発送 

　　 　新採用２９名（道立２８名、市立１名）、教育部局等からの転入５１名 



年月日 行　動　の　記　録 会　　場 出 席 者

6.4.1 会報「第174号」発行 　

6.5.29 令和6年度第1回研究部研究協議会 Zoomによる開催

6.6.10 令和6年度第1回理事研究協議会 ホテルライフォート札幌・Zoom

6.6.12 第１回「事務実務提要」追録１０７号編集会議 株式会社ぎょうせい　北海道支社 総数11名

6.6.14 令和6年度第1回評議員研究協議会 ホテルライフォート札幌・Zoom

6.6.21 上川支部総会・第1回研究協議会 旭川トーヨーホテル 総数28名

6.6.24 根室支部総会・研究協議会 中標津町総合文化会館 総数11名

6.6.26 令和6年度第77回定期総会 ホテルライフォート札幌・Zoom 

6.6.27 留萌支部総会・第1回研究協議会 Zoomによる開催 総数8名

6.6.27 十勝支部総会・第1回研究協議会 とかちプラザ 総数31名

6.7.12 渡島支部総会・研究協議会 渡島合同庁舎 総数20名

6.7.26 第２回「事務実務提要」追録１０７号編集会議 株式会社ぎょうせい　北海道支社 総数9名

6.8.6  令和6年度第76回全道事務職員研究大会（全道大会） ホテルライフォート札幌・Zoom 

6.8.23  第３回「事務実務提要」追録１０７号編集会議   株式会社ぎょうせい　北海道支社  総数8名

6.8.29 令和6年度第1回総務部研究協議会 Zoomによる開催 総数8名

6.9.4
～6.9.11

石狩支部総会 書面開催

6.9.11 札幌市立支部第1回実務研究協議会 札幌市教育センター（ちえりあ） 総数22名 

6.9.17 令和6年度第2回総務部研究協議会 メールによる開催

6.9.19 第１回「事務実務提要」追録１０８号編集会議 株式会社ぎょうせい　北海道支社 総数7名

6.10.8 石狩支部調査研究部第1回研究協議会（高等学校） 札幌北陵高等学校 総数24名

6.10.18 第２回「事務実務提要」追録１０８号編集会議 株式会社ぎょうせい　北海道支社 総数10名

6.10.22
石狩支部調査研究部第1回研究協議会（特別支援学
校）

札幌拓北養護学校 総数9名

6.10.29 令和6年度第2回研究部研究協議会 札幌南高校

6.10.30 会報「第175号」発行

6.11.7 令和6年度第3回総務部研究協議会 メールによる開催

6.11.19 石狩支部調査研究部第2回研究協議会 札幌北高校 彩風館 総数30名

6.11.20 令和6年度第2回理事研究協議会 かでる２･７ 総数18名

令和６年度　行動の記録

－4－



年月日 行　動　の　記　録 会　　場 出 席 者

令和６年度　行動の記録

6.12.3 札幌市立支部第2回実務研究協議会 札幌市教育センター（ちえりあ） 総数23名 

6.12.6 令和6年度第2回評議員研究協議会 札幌北高校 彩風館・Zoom

6.12.20 第３回「事務実務提要」追録１０８号編集会議 株式会社ぎょうせい　北海道支社 総数9名

6.12.26
第50回 札幌市立高等学校･特別支援学校事務研究大
会

ホテルライフォート札幌
会員33名

その他10名

7.1.17 冬季研修会 オンライン

7.2.1 会報「第176号」発行

7.3.10 留萌支部総会及び第2回研究協議会 小平高等養護学校会議室 総数5名

7.4.1 会報「第177号」発行

－5－



 

令和６年度  事  業  報  告 

 

研 究 部 

 

１ 研究部研究協議会について 

 

 全道研究大会に向けた開催準備等のため計２回、研究部研究協議会を開催しました。 

協議の主な内容と開催日は次のとおりです。 

 

  ＜協議の主な内容＞ 

・第 76 回北海道公立学校事務職員研究大会について 

・全道大会及び研究活動の在り方について 

・特別支援学校専門委員会活動について 

   ・事務実務提要編集委員会活動について 

 

  ＜開催日時等＞ 

   ・第１回研究部研究協議会 

     開催日 令和６年５月 29 日（水） 場所 Zoom 開催 

・第２回研究部研究協議会 

  開催日 令和６年 10 月 29 日（火） 場所 札幌南高校 

          

２  支部研究活動の推進 

 

 (1) 支部研究担当者との連携の促進 

   ア 支部研究協議会への講師派遣を実施し、また、支部研究活動に関わる支援に努

めました。 

   イ 令和６年度支部研究担当者研究協議会は開催しませんでした。 

   ウ 事務職員集合研修ではなく、冬季研修会を Zoom 開催し、研修機会の確保に努

めました。 

 

 (2) 本部研究情報の発信強化 

   研究大会や冬季研修会等に関する情報をホームページを利用して、タイムリーな情

報発信に努めました。 

 

３ 北海道公立学校事務職員研究大会について 

 

第 76 回北海道公立学校事務職員協会研究大会は令和６年８月６日にホテルライフォ

ート札幌を配信会場に集合及び Zoom で開催され、220 名を超える参加となりました。 

 

４ 全国公立高等学校事務職員研究大会（福岡大会）について 

 

  全国高等学校事務職員協会を休会としていることから、全国大会での研究発表はあり

ません。 

     

 

－６－ 



 

５ 事務手引き等について 

 

    道立学校事務実務提要について、計画通りの加除・訂正等を行いました。 

追録の発行及び編集会議は次のとおり行いました。 

 

 (1) 追録の発行 

      ・事務実務提要 追録第 107 号 

      令和６年 10 月発行 

 

    ・事務実務提要 追録第 108 号 

      令和７年２月発行     

 

 （2）編集会議 

  

      追録 107 号 

      ・第１回  令和６年 ６月 12 日（水） 場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

     ・第２回  令和６年 ７月 26 日（金）  場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

   ・第３回  令和６年 ８月 23 日（金） 場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

 

     追録 108 号 

   ・第１回  令和６年 ９月 19 日（木） 場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

     ・第２回  令和６年 10 月 18 日（金） 場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

     ・第３回  令和６年 12 月 20 日（金） 場所 ㈱ぎょうせい北海道支社 

 

７ 特別支援学校専門委員会について 

 

開設している就学奨励費チャットルーム内で、事務処理に関する意見交換・情報交換

が行われました。課題解決された場合における会員全体での情報共有について、ホーム

ページ等を活用した方策について検討していきます。 

   

ホームページ「会員専用ページ」内にある特別支援学校専門委員会の内容見直しにつ

いては、取り組むことができませんでした。 
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収入の部 （単位：円）

予　算　額 決　算　額 増　減（△）

会   費 1,350,000 1,350,750 750

助成金 300,000 300,000 0

全道大会参加料 0 0 0

繰越金 1,257,690 1,257,690 0

雑収入 207,310 59,706 ▲ 147,604

3,115,000 2,968,146 ▲ 146,854

支出の部

予　算　額 決　算　額 残　　　額

研究調査費 300,000 0 300,000

　旅　　費 200,000 0 200,000

　印刷製本費 50,000 0 50,000

　消耗品費 50,000 0 50,000

事務局費 850,000 641,339 208,661

　全国負担金
0 0 0

　旅　　費 300,000 293,301 6,699

　消耗品費 50,000 18,202 31,798

　使用賃借料 200,000 74,580 125,420

　情報管理運営費 150,000 185,130 ▲ 35,130

　通信運搬費 150,000 70,126 79,874

研究大会費 0 0 0

支部活動補助 600,000 600,000 0

手引編集補助 150,000 51,618 98,382

特別支援学校専門委員会補助 150,000 0 150,000

研究活動補助 200,000 155,614 44,386

会議運営費 30,000 0 30,000

渉外費 30,000 19,500 10,500

予備費 805,000 20,660 784,340

3,115,000 1,488,731 1,626,269

《　収　　　　支　》

【収入金額】 【支出金額】 【差引残額】

2,968,146 円　　　－ 1,488,731 円　　　＝ 1,479,415 円

　遠隔会議等必要物品購入

　印刷物無し

  15支部×40,000円

　執行無し

　評議員研、理事研、定期総会にかかる会場使用料

　手引編集補助活動運営費

令和６年度　一 般 会 計 決 算 書

教育公務員弘済会　300,000円

徴収せず

前年度繰越

預金利息555円　提要編集費59,151円 

令和7年3月31日現在

摘　　　　　　　　　　　　要科　　　　　　目

1,500円×892人、750円×17人　　会費免除者 17名

合　　　　　　計

摘　　　　　　　　　　　　要

　執行無し

合　　　　　　計

　積立金会計から支出のため執行無し

　執行無し

　評議員研、理事研旅費

　ホームページ管理手数料　2,640円
　ＺＯＯＭライセンス料   182,490円

　郵券、振込手数料

　名刺用台紙、インクカートリッジ、月刊学校事務年間購読料

  特別支援学校専門委員会会議運営経費は執行無し

  山水会総会出席旅費

　冬期研修会講師謝金

科　　　　　　目

－８－



（単位：円）

繰　越  額 積　立　額 雑　収　入 支      出 合　　　計

4,162,062 0 1,895 218,696 3,945,261

摘要 摘要 摘要 摘要 摘要

　R5年度より 　普通預金利息 R7年度へ繰越

　繰越

　及び本協会の活動充実等のため積立を行うことを目的とする。

令和６年度　積立金会計決算書 

※　本積立金会計は、北海道主管で開催予定の全国公立高等学校事務職員研究大会の準備

－９－



　北海道公立学校事務職員協会会則第１４条第４号の規定に基づき、令和６年度

一般会計・積立金会計の決算について、出納簿及び支払証拠書・預金通帳等を監

査した結果、適正に執行されていることを認めます。

監事 印

監事 印

監　査　報　告

山　腰　修　史

坪　井　健　吾

注：監査報告の原本には監査人の押印がありますが、個人情報保護のため印字に変えております。

　　令和７年４月３０日
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令和７年度　事　業　計　画（案） 

 

総　務　部 

 

　研究部及び各支部との連絡調整を密接に行い、会務の円滑な運営、迅速な処理に努めます。 

　また、適正な予算執行、ＨＰの管理運営、会報の発行、新会員に対する協会の紹介等を行

っていきます。 

 

１　定期総会の開催について 

　　本年度は、次のとおり予定しています。 

　　　第77回定期総会　      　　令和７年　６月２４日（火）　集合、Zoom併用開催 

 

２　評議員研究協議会の開催について 

    本年度は、次のとおり２回予定しています。 

  　　第１回 評議員研究協議会 　令和７年　６月１３日（金）　集合、Zoom併用開催 

  　　第２回 評議員研究協議会 　令和７年１２月上旬　　　　　場所　未定 

 

３　理事研究協議会の開催について 

　　本年度は、次のとおり３回予定しています。 

　　　第１回 理事研究協議会 　　令和７年　６月　５日（木）　Zoomによる開催 

  　　第２回 理事研究協議会 　　令和７年１０月下旬　　　　　場所　未定 

  　　第３回 理事研究協議会 　　令和８年　３月中旬　　　　　場所　未定 

 

４  総務部研究協議会の開催について 

　　理事研究協議会等の運営連絡調整のため、理事研究協議会前に３回予定しています。 

 

５　行動の記録について 

　　協会本部・各支部の活動状況を総会議案書及び協会ＨＰの会報のページに掲載します。 

 

６  会計について 

　　会計については、予算の適正かつ効率的な執行に努めます。 

 

７  協会ＨＰについて 

    協会本部及び各会員相互との積極的な情報交換を行うため、次の活動を行い、速やかな

　情報の更新と内容の充実に努めます。 

　(1) ＨＰの運営 

　　　研究部との連絡調整のうえ、年間運営計画の活動内容に沿って運営していきます。 

　(2) 情報・データの収集 

　　　内容をより充実させるため、更に情報を収集し、会員に還元していきます。 

　(3) ＰＲ活動 

　　　全道の会員に対してＨＰを紹介し、活発な利用を促していきます。 

　(4) Zoomの活用 

　　　本部、支部がより活発な情報交換ができるように活用していきます。 
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９  広報について 

　　会員相互の交流と情報の提供をより活発にするため、次の活動を行います。 

　(1) 会報の発行 

　　 ア 会報第177号（令和７年４月発行） 

 　　　　・第 77 回北海道公立高等学校事務職員研究大会案内

 　　　　・第 77 回全国公立高等学校事務職員研究大会案内

 　　　　・新採用会員一覧

        ・各支部レクリエーション報告 

　　 ウ 会報第178号（令和７年８月発行予定） 

　　　　・会長挨拶、新旧役員挨拶 

        ・第77回定期総会報告 

        ・令和７年度役員・理事・評議員・委員一覧  

　　　　・行動の記録   

　　 エ 会報第179号 (令和８年２月発行予定) 

　　　  ・令和８年度全道大会・全国大会開催日程のお知らせ 

　　　　・令和７年度支部研究担当者研究協議会報告 

        ・特別支援学校専門委員会報告 

        ・各支部レクリエーション報告 

　　　　・行動の記録 

　　 ア 会報第180号（令和８年４月発行予定） 

 　　　　・第78回北海道公立高等学校事務職員研究大会案内

 　　　　・第78回全国公立高等学校事務職員研究大会案内

 　　　　・新採用会員一覧

        ・各支部レクリエーション報告 

 

　(2) 支部だより等の集約等 

　　　各支部の活動状況、役員体制、特色等について取りまとめを行い、ＨＰへ掲載します。 

　　　令和７年８月下旬以降の発行を予定しています。 

 

10　新会員に対する協会の紹介について 

　　新しく会員になられた方へ、速やかに協会の活動内容などについて紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月 会議・行事等 活動内容 総務部 研究部 備考
会報１７７号発行 ○

第1回理事研究協議会 役員・委員等の名簿更新 ○
（Zoom） 会員数調べ更新 ○

業務分担表の更新 ○ ○
第１回評議員研究協議会 各支部研究活動報告・計画 ○
（ライフォート札幌＆Zoomのハイブリット） 全道大会案内 ○
総会 総会報告 ○
（札幌大通高校＆Zoomのハイブリット） 行動の記録・役員理事一覧更新 ○

支部だより発行 ○

（全国大会） 会報１７８号発行 ○
全道研究大会（Zoom）

第2回理事研究協議会 ○

支部担当者会議〈研究〉 各支部研究活動報告 ○

第2回評議員研究協議会 ○

会報１７９号発行 ○

第3回理事研究協議会 ○

会報１８０号発行 ○

○
○

○
○
○

4

令和７年度協会ホームページ年間運営計画

4

5

7

8

－13－

6

3

随 時

山水会のページの更新
会員のページ（会議室）の掲載内容のチェック
特別支援専門委員会のページの更新
様式類集ダウンロードページの更新
全道大会参考資料のページの更新

9

10

11

12

1

2



 

令和７年度 事 業 計 画（案） 

 

研 究 部 

 

 本年８月に「第 77 回北海道公立学校事務職員研究大会」をオンライン開催する予定です。 

 会員の皆さまの研究活動に対するニーズの多様化への対応に努めるとともに、支部研究

活動を支援し、支部内会員同士のつながりから他支部とのつながりへと研究活動の活性化

を推進していきます。 

 

１ 研究部研究協議会について 

 

  全道研究活動の推進に向けて次のとおり計画しています。 

 

  ＜協議の主な内容＞ 

   ・全道研究大会及び冬季研修会の開催について 

   ・支部研究活動の活性化への支援について 

・今後の研究部関連事業について 

・特別支援学校専門委員会活動について 

   ・事務実務提要編集委員会活動について 

 

  ＜開催日時等＞ 

   集合、Zoom 開催により数回の開催を予定しています。 

 

２ 支部研究活動の推進について 

 

支部研究活動の活性化への支援方策について、支部研究部担当者と情報の共有・ニー

ズの把握に努め、積極的な支援を図っていきます。 

 

 (1) 支部研究担当者との連携の促進 

 

   ア 支部研究部担当者との連絡調整を図り、情報を共有するとともにニーズの把握

に努め、積極的に支援するとともに他支部の研究活動等の情報提供を行います。 

     また、支部研究協議会の運営についても支援に努めます。 

     イ 事務職員集合研修について 

        事務職員集合研修のいっそうの充実を図るため、他管内からの講師派遣を含め 

    た調整等を推進します。 

     あわせて、本部としても研修資料の情報提供等の支援に努めます。 

 

 (2) 本部研究情報の発信強化 

 

   本部研究部の活動状況及び各支部の研究活動状況などをホームページや会報等を利 

 用して情報発信します。 

 

 

－14－ 



 

３ 北海道公立学校事務職員研究大会について 

 

  第 77 回北海道公立学校事務職員研究大会は８月にオンライン開催する予定です。 

 

４ 全国公立高等学校事務職員研究大会（香川大会）について 

 

  令和６年度から全国高等学校事務職員協会を休会としていることから、全国大会での 

研究発表はありません。 

 

５ 事務手引き等について 

 

  道立学校事務実務提要は、実務に直結したあらゆる分掌を網羅するもので、日常の事 

務処理をする上で欠かすことのできない手引書として幅広く活用され、その役割は極め 

て重要なものであると考えています。 

  当会といたしましては、会員の皆さまが引き続き、事務実務提要を身近な手引書とし 

 て活用いただけるよう、条例や規則の改正などに合わせて随時見直しを図り、より充実 

 した実務性のある内容の編集に努めていきます。 

  

（1）追録の発行 

 

・追録第 109 号 令和７年 10 月発行予定 

・追録第 110 号 令和８年２月発行予定 

 

（2）編集会議 

 

各号につき３回ずつ、計６回の会議を予定しております。 

 

６ 特別支援学校専門委員会について 

 

  就学奨励費チャットルームを足がかりとした、特別支援学校の事務処理にかかる諸課 

題解決のための活動を行います。 

また、ホームページ「会員専用ページ」内にある特別支援学校専門委員会のページの

内容について見直しを図っていきます。 
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【収入の部】

令和６年度予算 令和７年度予算 増減（△）

会 費 1,350,000 1,350,000 0

助 成 金 300,000 300,000 0

全道大会参加料 0 0 0

繰 越 金 1,257,690 1,479,415 221,725

雑 収 入 207,310 100,585 △ 106,725

3,115,000 3,230,000 115,000

【支出の部】

令和６年度予算 令和７年度予算 増減（△）

300,000 90,000 △ 210,000

旅 費 200,000 30,000 △ 170,000

印 刷 製 本 費 50,000 30,000 △ 20,000

消 耗 品 費 50,000 30,000 △ 20,000

850,000 750,000 △ 100,000

全 国 負 担 金 0 0 0

旅 費 300,000 300,000 0

消 耗 品 費 50,000 50,000 0

使 用 賃 借 料 200,000 100,000 △ 100,000

情報管理運営費 150,000 200,000 50,000

通 信 運 搬 費 150,000 100,000 △ 50,000

0 0 0

600,000 600,000 0

150,000 100,000 △ 50,000

150,000 30,000 △ 120,000

200,000 200,000 0

30,000 30,000 0

30,000 30,000 0

805,000 1,400,000 595,000

3,115,000 3,230,000 115,000

- 16 -

会場使用校への用紙代

（※　予備費は次年度繰越予定額）

１支部40,000円(研究活動費、支部研修費)

手引編集会議運営経費

支部活動補助、冬期研修会運営経費

各種会議運営経費

特別支援学校専門委員会運営経費

会費振替手数料、各種振込手数料・送料 

全道大会会場費等経費積立金会計より支出

全国協会休会中のため負担なし

評議員、支部担当者、役員理事等旅費

役員・総務部用消耗品代、学校事務購読料

評議員会・総会等会場使用料･機器使用料

ホームページ運営経費、Zoomライセンス料

摘　　　　　要

研究活動旅費

提要･編集委員用消耗品代

研究部･特別支援学校専門委員用消耗品代

令和７年度　一 般 会 計 予 算 書 （案）

合　　　　計

1,500円×890人、750円×20人

合　　　計

科　　　　目

科　　　　目

（単位：円）

摘　　　　　要

公務員弘済会300,000円

令和７年度大会参加料徴収せず

決算利息、提要編集費

研 究 調 査 費

事 務 局 費

研 究 大 会 費

支部活動補助

手引編集補助
特 別 支 援 学 校
専 門 委 員 会 補 助

研究活動補助

会 議 運 営 費

渉 外 費

予 備 費



（単位：円）

繰　越　額 積　立　額 雑　収　入 支　　　出 合　　　計

3,945,261 0 40 400,000 3,545,301

摘要 摘要 摘要 摘要 摘要

　Ｒ６年度 　普通預金利息 令和７年度

　より繰越 研究大会経費

（会場費・講師

謝金）

　備及び本協会の活動充実等のため積立を行うことを目的としていたが、令和６年度以

　降の全国事務職員協会の休会に伴い、令和６年度から北海道事務職員協会主催の大会

　経費を本会計より支出することとする。

令和７年度　積立金会計予算書（案）

    本積立金会計は、北海道主管で開催予定の全国公立高等学校事務職員研究大会の準
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北海道公立学校事務職員協会 

役員候補者選考委員会 

委員長 中 西 雄 一 

（北海道公立学校事務職員協会空知支部長） 

 

 

令和７年度北海道公立学校事務職員協会役員候補者の選出について 

 このことについて、次のとおり提案します。 

記 

 

１ 役員選考委員会審議内容 

令和７年６月１３日において、役員候補者選出規程に基づき、役員候補者選考委員会を開

催し、支部から推薦のあった候補者を慎重に審議いたしました。 

 

２ 選考委員メンバー及び審議結果 

(1) 渡島支部    異議なし 

(2) 空知支部    異議なし 

(3) 胆振支部    異議なし 

(4) 釧路支部    異議なし 

(5) 札幌市立支部 異議なし 

 

３ 役員改選について 

  別添、令和７年度役員候補者（案）のとおり提案します。 
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役 職 名 候　補　者　名 学　　校　　名
届　出
区　分

推 薦 支 部 名 摘 要

会　　長 武　田　　　  明 札幌月寒高等学校 推　薦 渡島　空知　胆振　釧路

西　山　一　朗 札幌視覚支援学校 推　薦 渡島　空知　胆振　釧路

盛　　　　信　之 札幌手稲高等学校 推　薦 渡島　空知　胆振　釧路

事務局長 丸　橋　　　均 拓北養護学校 推　薦 渡島　空知　胆振　釧路

山　腰　修　史 岩見沢農業高等学校 推　薦 渡島　空知　胆振　釧路

坪　井　健　吾 市立札幌大通高等学校 推　薦  札幌市立

令和７年度　役員候補者　（案）

副 会 長

監　　事
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北海道公立学校事務職員協会会則 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　制定　昭２３.１１.　８ 

　　　　　　　　　　　　　　　　改正　昭２４.　９.１７　昭２５.　５.２５　昭２７.　７ ２６ 

 　　　　　　　　　　　　　　　昭３３.　８.　８　昭３４.　８.１０　昭３８.　８.　９ 

 　                　　　　　  昭４０.　８.１１　昭４１.　８.１０　昭４３.　８.１３ 

            　　　　　              　昭４４.　８.　９　平　１.　９.１３　平　２.　８.１０ 

 　                　　　　　  平　３.　８.　９　平　７.　８.１１　平　９.　８.　７ 

 　           　　　　　       平１０.　９.１８　平１１.　７.３０　平１２.　６.２３ 

 　        　　　　　          平１４.　６.２４　平１７.　６.２５  平１９.　６.１８ 

 　        　　　　　          平２０.　６.１３  平２１． ６.１２　平２２.　８． ６ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平２８.　８.　２  令　２．７．１３　令　３.  ７.　５ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令　６． ６.２６ 

 

 第１章　総　　則

第 １ 条　本会は北海道公立学校事務職員協会（以下「本会」という。）と称する。 

第 ２ 条　本会は、会員相互の緊密な連携のもとに、学校経営と事務管理の研究並びに会員の資質向

　　　　上を図り、学校教育効果の進展に寄与することを目的とする。  

第 ３ 条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

　　　　　（１）学校経営と事務管理並びに事務効率の増進に関すること。 

　　　　　（２）会員の教養と資質向上に関すること。 

　　　　　（３）その他、本会の目的達成に必要なこと。  

 

 第２章　組　　織

第 ４ 条　本会は、公立の高等学校・特別支援学校及び中等教育学校の事務をつかさどる職員（再任

　　　　用者を含む）をもって構成し、構成員は全国公立高等学校事務職員協会（以下「全国協会」

　　　　という。）の会員となる。 

第 ５ 条　本会に事務局を置く。事務局は事務局長在勤の学校に置く。 

第 ６ 条　本会は、各地区別に別表第一に掲げる支部を置く。なお、支部の運営については各支部に

　　　　おいて、別に定めるものとする。  

第 ７ 条　本会は、第３条に掲げる事業を行うために、次の部を置く。 

　　　　　（１）総務部　（２）研究部　 

 

 第３章　機　　関

第 ８ 条　本会は、次の機関を置く。 

　　　　　（１）総会　（２）評議員会　（３）理事会 

第 ９ 条　総会は、本会の最高議決機関で代議員をもって構成する。 

第１０条　総会は、代議員の３分の２以上の出席により成立し、その議決は出席者の過半数による。

　　　　　可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

　　　２　代議員は、各支部選出の代表とする。 

　　　３　代議員定数は、各支部の協会加盟校数による。協会加盟数に定率（１人／10校）を乗じて

　　　　得た（小数点以下切捨て）人数とする。ただし、加盟数９校以下については、１名とする。

　　　　　なお、特別支援学校分校については、本校に含めることとする。 

　　　４　総会は、毎年１回開催する。ただし、会員の４分の１以上の要求があったとき、もしくは

　　　　会長が必要と認めたときは臨時に開くものとする。 

　　　５　総会の議決事項は次のとおりとする。 

　　　　　（１）会則の改廃 

　　　　　（２）事業計画の審議及び事業報告の承認 

　　　　　（３）予算の審議及び決算の承認 

　　　　　（４）役員の選任と承認 

　　　　　（５）その他重要事項 

　　　６　総会の運営は別に定めるところによる。  

第１１条　評議員会は総会に次ぐ議決機関で、会長･副会長･事務局長･監事･評議員及び理事をもって

　　　　構成し、会長がこれを招集する。評議員は支部長及び別表第三により加配するものを充てる。 
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　　　２　評議員会における議決は、出席評議員の過半数をもって決するものとし、評議員以外の構

　　　　成員は議決に参加出来ないものとする。 

　　　３　評議員会は、次の事項を審議・議決及び研究協議する。 

　　　　　（１）総会に付すベき議案に関すること 

　　　　　（２）会費の納入方法の決定 

　　　　　（３）補正予算の承認 

　　　　　（４）細則・規程等の制定及び改廃 

　　　　　（５）学校経営事務管理に関すること 

　　　　　（６）その他必要なこと 

第１２条　理事会は、執行機関であり、会長・副会長・事務局長・監事及び理事をもって構成し必要

　　　　に応じて会長がこれを招集し前条３項に定めること及び会務運営についての審議並びに研究

　　　　協議をする。  

 

 第４章　役　　員

第１３条　本会に次の役員を置く。 

　　　　　（１）会長　（２）副会長２名（３）事務局長１名（４）監事２名（５）理事若干名 

　　　　２　会長・副会長・事務局長・監事は総会において選出する。 

　　　　３　理事は、会長が委嘱し、第５条・第７条に定める局・部に属するものとする。 

　　　　４　各部部長は理事の中から会長が指名する。 

第１４条　役員の任務は、次のとおりとする。 

　　　　　（１）会長は会務を統轄し、本会を代表する。 

　　　　　（２）副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代理し会長が欠けたとき

　　　　　　　はその職務を行う。この場合における代理等の順位については、あらかじめ会長が定

　　　　　　　めるものとする。 

　　　　　（３）事務局長は会長の指示を受け、会務を総括する。 

　　　　　（４）監事は会計事務を監査し、評議員会及び総会に報告するとともに理事会において意

　　　　　　　見を述べることができる。 

　　　　　（５）部長はそれぞれの部の会務を総括する。 

　　　　　（６）理事は会務を処理する。 

第１５条　役員の任期は１年とし、再任は妨げない。ただし、欠員補充で就任したものの任期は、前

　　　　任者の残りの期間とするが、第１３条第２項に定める役員の補充は行わないものとする。 

第１６条　会長は総会の承認を得て、顧問を委嘱することができる。 

　　　　２　顧問は、本会の諮問に応ずるとともに、会長の要請により必要な会議に出席する。  

 

 第５章　専門委員会

第１７条　本会は、第３条に定める事業を行うにあたり必要に応じ、専門委員会を置くことができる。

　　　　２　専門委員会は、会長の委嘱する委員をもって構成する。  

 

 第６章　研究大会　

第１８条　本会は、第３条の事業達成のために研究大会を毎年１回開催する。 

　　　　２　研究大会の運営は、別に定めるところによる。 

 

 第７章　会　計　　

第１９条　本会の会計は、一般会計及び積立金会計とする。 

　　　　２　本会の経費は会費・道負担金及びその他の収入をもって充てる。 

　　　　３　本会の会費は、別表第二のとおりとする。 

第２０条　本会の年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。ただし、総会において予算案が

　　　　承認されるまでの間は、例年執行される経常的な収支については、理事会での審議の上、会

　　　　長の決定において処理できるものとする。 

 

 第８章　その他　　

第２１条　会長は、全国協会の支部長及び副会長を兼ねる。 

第２２条　本会則によらない事項については、別に定めるところによる。  
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  附　　則 

 

　本会則は、昭和２３年１１月８日から施行する。 

 

　　別表第一（第６条関係） 

 
    地        区    支 　部 　名    地        区 　 支 　部 　名
 
  　 石　　　　狩 　 留　　　　萌 　 留　　　　萌 
 　 石　　　　狩 
 　 札 幌 市 立    宗　　　　谷 　 宗　　　　谷 
 
 　 渡　　　　島 　 渡　　　　島 　 網　　　　走 　 網　　　　走 
 
 　 檜　　　　山 　 檜　　　　山 　 釧　　　　路 　 釧　　　　路 
 
 　 後　　　　志 　 後　　　　志 　 根　　　　室 　 根　　　　室 
 
 　 空　　　　知 　 空 知    十　　　　勝 　 十　　　　勝 
 
    上　　　　川 　 上　　　　川    胆　　　　振 　 胆　　　　振 
 
       　                  　 　 日　　　　高 　 日　　　　高 

 

　　別表第二　その１（第１９条第３項関係） 

全国会費（一校当り） 全　道　会　費

   
高　　校 特別支援 会員１人当り 

   
　　　　　 　　　　　　 ３,５００　円 

      ※１　全国協会の休会に伴い、活動を再開するまでの期間は全国会費を徴収しない。 

      ※２　全道会費については当面の間、研究活動の実施状況により年度毎に決定するものとする。 

 

　　別表第二　その２（市町村立学校） 

全国会費（一校当り） 全　道　会　費

   
高　　校 特別支援 会員１人当り 

   
  ３,５００　円 

      ※１　全国協会の休会に伴い、活動を再開するまでの期間は全国会費を徴収しない。 

      ※２　全道会費については当面の間、研究活動の実施状況により年度毎に決定するものとする。 

       

      注　全道会費（会員１人当り）について再任用職員（ハーフ）については規定の半額とする。 

 

 

    別表第三（第１１条第１項関係） 

　評議員を加配する支部と員数

  ・石狩支部～２名、上川支部～１名 
　※選出は、支部で行うものとする。



－23－

北海道公立学校事務職員協会議事規則 

 

 第１条　本会の総会の議事についてはこの規則の定めるところによる。

 　　　　総会以外の機関の議事についてもこの規則を準用するものとする。

 第２条　総会に次の機関を置く。

 　　　　議長団、運営委員会

 第３条　議長団は議長２名をもって構成し、この規則に定める議長の職権を行使する。

第４条　運営委員会は委員３名をもって構成し、委員の互選により委員長を置く。委員は

 　　　会長が委嘱する。

         運営委員会は委員の合意により、次の職務を行う。

　　　(1) 議事の円滑な運営を図ること 

　　　(2) 議場の管理 

　　　(3) 会議及び議案の審査 

　　  (4) 選挙、採択、その他の投票の管理審査 

　　　(5) その他総会の議決によって付託された事項 

第５条　総会の開会、休憩または閉会は議長が宣言する。 

第６条　議長が開会を宣言したときは一切の議事に先行して、運営委員長は議事日程を付

　　　議しなければならない。運営委員会が必要あると認めたときは議事日程を変更また

　　　は追加することができる。 

第７条　動議は２人以上の賛成者がなければ議題とすることができない。動議を議題とす

　　　るときは議長は運営委員会にはかり議事の順序を決めなければならない。次の動議

 　　　は先決動議とし、進行中の議事を中断して討議採決しなければならない。 

      (1) 休憩 

　　  (2) 討論の省略または打切り 

　　　(3) 発言時間の制限 

第８条　議長は必要あると認めたときは数件を一括して議題とし、また一議案を分割して

　　　議題とすることができる。 

第９条　議題はまず提出者の説明を聞き、代議員の質疑の後討論に付し、その後採決する。

第10条　代議員が発言しようとするときは挙手して議長を呼び、議長の指示をもって支部

 　　　名・学校名・氏名を告げてから発言しなければならない。

第11条　議長が代議員として発言しようとするときは議席につき発言を終わった後、議長

 　　　席に復さなければならない。

第12条　議長は採決しようとするときは、その旨を宣言し、挙手により可否を決する。議

 　　　長は可否の結果を宣言しなければならない。

　　　議長が必要と認めるとき、又は代議員の要求があったときは、無記名投票により可

 　　　否を決しなければならない。　　　
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 第13条　採決の順序は修正案を先として原案を後とする。

 　　　修正案が２以上あるときは、その採決の順序は議長が決める。

 第14条　否決された議案はその総会中は再び提出することができない。

第15条　議長は会議の記録について議事録署名人を２名及び記録員若干名を選定しなけれ

 　　　ばならない。

第16条　議長は次の事項を記載した会議録をとりまとめ、閉会後30日以内に会長に提出し

 　　　なければならない。

      (1) 開会、閉会に関する事項及び年月日時 

　　　(2) 出席代議員数 

　　　(3) 議事日程 

　　　(4) 議長団、運営委員・氏名 

　　　(5) 会議の内容及び顛末、議事録署名捺印 

　　　(6) その他必要な事項 

第17条　この規則の疑義は運営委員が決める。 

 

附　　　　則 

 　　　　この規則は、昭和40年８月11日から施行する。

 　　　　　　　　　　平成11年７月30日　　一部改正
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北海道公立学校事務職員協会積立金会計規程 

 

 本会会則第22条により次のとおり定める。

 

 第１条　本会会計の事業計画・報告及び予算決算については、一般会計に準ずる。

　　　　なお、積立金については本協会の活動充実等のため、主に北海道公立学校事務職

　　　員協会の研究大会開催に関する経費にあてるものとし、これ以外の経費として執行

　　　する場合は、評議員会の承認の元に行う。 

 

附　　　　則 

       　本規程は、平成９年８月７日から施行する。

                   平成11年７月30日　　一部改正

 　　　　　　　　　平成13年12月14日　　一部改正

                   平成19年６月18日　　一部改正

                   平成20年５月16日　　一部改正

 　　　　　　　　　平成23年12月 9日    一部改正

                  令和 6年 6月26日　　一部改正 
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北海道公立学校事務職員協会役員候補者選出規程 

 

第１条　目　　　的 

　　　　この規程は会則第１３条第２項に定める役員を選出する事務が会員に周知され、

　　　公明かつ適正に行われることを目的とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 第２条　選出方法

　　　　会長・副会長・事務局長・監事の選出にあたっては、推薦候補者並びに立候補者

　　　(以下「候補者」という。）の中から選考委員会において選考の上、総会に提案す　

 　　　る。

 

 第３条　候補者の届出

        各支部長は、候補者を取りまとめ本部に報告する。なお、推薦にあたっては、予

 　　　め本人の承諾を得るものとする。

 

 第４条　選考委員等

　　１　選考委員には、全道の各支部長が、別表第一に定める輪番により各年度ごと、そ

 　　　の任にあたる。

 　　　　なお、選考委員は、その職務行為を他人に委任することはできない。

 　　２　選考委員長は、委員の互選とする。

 

 第５条　選考委員会

 　　１　選考委員会は、候補者の中から役員候補者を決定する。

　　２　選考委員長は、前項の役員候補者を会長に報告する。また、第１回評議員会に定

　　　期総会の議案として報告するとともに、定期総会に提案する。  

 

附　則　この規程は、平成１７年１２月　６日から施行する。 

 附　則　この規程は、平成１９年　６月１８日から施行する。

 

別表第一(第４条第１項関係） 

１次：石狩支部長、留萌支部長、宗谷支部長、日高支部長、根室支部長の５名。 

２次：渡島支部長、空知支部長、胆振支部長、釧路支部長、札幌市立支部長の５名 

３次：後志支部長、上川支部長、檜山支部長、網走支部長、十勝支部長の５名
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氏　　　名 学　　　校　　　名 住　　　　　所
電 話 番 号
F A X番号

武　田　　　明 北 海 道 札 幌 月 寒 高 等 学 校  札幌市豊平区月寒東1条3丁目1－1
011-851-3111
011-851-3112

泉　　　恵　嗣 北 海 道 札 幌 白 石 高 等 学 校
（現 北海道札幌工業高等学校）

 札幌市白石区川北２２６１番地
011-872-2071
011-872-2072

盛　　　信　之 北 海 道 札 幌 手 稲 高 等 学 校  札幌市手稲区手稲前田497番地2
011-683-3311
011-683-8606

丸　橋　　　均
北海道札幌あいの里高等支援学校

（現 北海道拓北養護学校）
 札幌市北区あいの里4条7丁目1－1

011-770-5511
011-770-5511

山　腰　修　史 北 海 道 岩 見 沢 農 業 高等 学校  岩見沢市並木町１番５
0126-22-0130
0126-22-5362

坪　井　健　吾 市 立 札 幌 大 通 高 等 学 校  札幌市中央区北2条西１１丁目
011-251-0229
011-261-1449

部長 石　井　祐　介 北 海 道 旭 川 南 高 等 学 校  旭川市緑が丘東3条3丁目1番1号
0166-65-8770
0166-65-8772

総務企画 川　村　　　希 北 海 道 白 樺 高 等 養 護 学 校  北広島市輪厚621番地１
011-376-2353
011-376-2024

総務企画
会　　計

島　田　吉　朗 北 海 道 恵 庭 北 高 等 学 校  恵庭市南島松359番地１
0123-36-8111
0123-36-8158

総務企画 松　本　孝　介 北 海 道 函 館 中 部 高 等 学 校  函館市時任町11番3号
0138-52-0303
0138-52-0305

広報 勝　山　純　子 北海道札幌養護学校共栄分校  北広島市共栄274－1
011-373-6859
011-373-6860

広報 松　本　真　尚 市 立 札 幌 山 の 手 支 援 学 校  札幌市西区山の手5条8丁目1番38号
011-611-7934
011-644-5535

部長 中　村　直　人 北 海 道 札 幌 厚 別 高 等 学 校 札幌市厚別区厚別町山本750番地15号
011-892-7661
011-892-7799

筆頭 神　田　大　介
北 海 道 札 幌 南 高 等 学 校
（現 北海道鵡川高等学校）

札幌市中央区南18条西６丁目１－１
011-521-2311
011-521-2316

大会運営
支　　援

藤　原　桂　子 北 海 道 札 幌 北 高 等 学 校  札幌市北区北25条西11丁目
011-736-3191
011-736-3193

大会運営
支　　援

菅　原　正　史 北 海 道 石 狩 翔 陽 高 等 学 校  石狩市花川東128番地31
0133-74-5771
0133-74-8741

大会運営
支　　援

山　崎　順　平 北 海 道 高 等 聾 学 校  小樽市銭函１丁目５番１号
0134-62-2624
0134-62-2663

大会運営
支　　援

吉　澤　一　哲 北 海 道 札 幌 西 高 等 学 校  札幌市中央区宮の森４条８丁目１
011-611-4401
011-611-4403

提要 竹　中　　　薫
北 海 道 札 幌 東 高 等 学 校
（現 北海道長沼高等学校）

札幌市白石区菊水９条３丁目
011-811-1919
011-811-3952

研　究

事 務 局 長

監　　　事

監　　　事

理

事

総
　
　
　
務
　
　
　
部

研
　
　
　
　
究
　
　
　
　
部
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令和６年度　役　員　・　理　事　名　簿

役　職　名

会　　長

副
会
長

総　務



支部名 氏　　　名 学　　　校　　　名 住　　　　　所
電 話 番 号
Ｆ   Ａ   Ｘ

佐藤　紀康 北海道札幌西高等学校  札幌市中央区宮の森４条８丁目１番地
011-611-4401
011-611-4403

鎌田　光浩 北海道札幌あすかぜ高等学校  札幌市手稲区手稲山口254
011-694-5033
011-694-5074

江畠　　出 北海道恵庭北高等学校  恵庭市南島松359－１
0123-36-8111
0123-36-8158

渡　島 小林　一雅 北海道函館商業高等学校  函館市昭和１丁目17番１号
0138-41-4248
0138-41-4250

檜　山 山田　政紀 北海道檜山北高等学校  久遠郡せたな町北檜山区丹羽360－１
0137-84-5331
0137-84-5333

後　志 室谷　敬五 北海道倶知安高等学校  虻田郡倶知安町北７条西２丁目
0136-22-1085
0136-22-0893

空　知 中西　雄一 北海道滝川高等学校  滝川市緑町４丁目５－77
0125-23-1114
0125-23-1115

中野　義之 北海道旭川北高等学校  旭川市花咲町３丁目
0166-51-4620
0166-51-2818

小柳　祐一 北海道旭川西高等学校  旭川市川端町５条９丁目１－８
0166-52-1215
0166-52-2974

留　萌 諏訪　文重 北海道小平高等養護学校  留萌郡小平町鬼鹿田代577番地２
0164-57-1203
0164-57-1204

宗　谷 金木　　清 北海道稚内養護学校  稚内市声問５丁目23番７号
0162-26-2292
0162-26-2293

網　走 右田　照雄 北海道網走南ヶ丘高等学校  網走市台町２丁目13－１
0152-43-2353
0152-43-4451

釧　路 藤田　真一 北海道釧路江南高等学校  釧路市光陽町24番17号
0154-22-2760
0154-22-2760

根　室 中家　裕司 北海道中標津高等学校  標津郡中標津町西６条南５丁目１
0153-72-2059
0153-72-2492

十　勝 木下　義和 北海道帯広三条高等学校  帯広市西23条南２丁目12
0155-37-5501
0155-37-5503

胆　振 福田　宗憲 北海道苫小牧東高等学校  苫小牧市清水町２丁目12－20
0144-33-4141
0144-33-4143

日　高 中村　玲子 北海道静内高等学校  日高郡新ひだか町静内ときわ町１丁目１
0146-42-1075
0146-42-1077

札幌市立 米倉　道枝 市立札幌清田高等学校  札幌市清田区北野３条４丁目６－１
011-882-1811
011-882-2174

評　　議　　員　　名　　簿

石　狩

上　川
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氏 名 所属学校名 学　校　所　在　地
電話番号

ＦＡＸ番号

中 村 直 人 札 幌 厚 別 高 等 学 校 札幌市厚別区厚別町山本750-15 　
011-892-7661
011-892-7799

吉 澤 一 哲 札 幌 西 高 等 学 校 札幌市中央区宮の森４条８丁目1
011-611-4401
011-611-4403

中 野 結 石 狩 翔 陽 高 等 学 校 石狩市花川東128番地31
0133-74-5771
0133-74-8741

野 宮 美 樹 小 樽 潮 陵 高 等 学 校 小樽市潮見台２丁目1-1
0134-22-0754
0134-22-5954

槇 納 明 子 恵 庭 南 高 等 学 校 恵庭市白樺町４丁目1-1
0123-32-2391
0123-32-5500

浅 香 麻 衣 千 歳 北 陽 高 等 学 校 千歳市北陽２丁目10-53 　
0123-24-2818
0123-24-2840

盛 彩 乃 拓 北 養 護 学 校 札幌市北区南あいの里３丁目1-10
011-775-2453
011-775-2455

藤 森 大 河 札 幌 視 覚 支 援 学 校 札幌市中央区南14条西12丁目1-1
011-561-7107
011-561-2423

小 西 未 紗 札 幌 高 等 養 護 学 校 札幌市手稲区手稲前田485-3
011-685-7744
011-685-7745

土 屋 朝 奈 札 幌 視 覚 支 援 学 校 札幌市中央区南14条西12丁目1-1
011-561-7107
011-561-2423

氏 名 所属学校名 学　校　所　在　地
電話番号

ＦＡＸ番号

盛 信 之 札 幌 手 稲 高 等 学 校 札幌市手稲区手稲前田497-2 　
011-683-3311
011-683-8606

中 村 直 人 札 幌 厚 別 高 等 学 校 札幌市厚別区厚別町山本750-15 　
011-892-7661
011-892-7799

山 崎 順 平 高 等 聾 学 校 小樽市銭函１丁目5-1
0134-62-2624
0134-62-2663

特別支援学校専門委員会委員名簿

役職名

副会長

理　事

事務手引・様式類集編集委員名簿

役職名

部       長

理       事

部　長

編 集 委 員
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